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(57)【要約】
【課題】土の任意の位置に設置することができ、しかも
散水量を容易に調節することができる園芸用散水装置の
散水ノズルを提供すること。
【解決手段】水供給源から供給される水を送水する送水
ホース、分岐ホースを介して供給される水を植物に散水
する園芸用散水装置の散水ノズルにおいて、前記分岐ホ
ースが接続されるホース接続部を有し、このホース接続
部の反対側に雄ネジを有すると共に、水流出口を有する
水供給体と、この水供給体が水密可能、かつネジ込量調
整自在に取付けられ、前記雄ネジが螺着される雌ネジを
有し、前記雄ネジのねじ込み量によって水量を調整する
水量調整機構が設けられた水分配室を備え、この水分配
室内に供給された水を外方に向って噴射する複数の水噴
射孔を備え、土の任意の位置に自在に設置されるノズル
本体とからなることを特徴とする園芸用散水装置の散水
ノズル。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水供給源から供給される水を送水する送水ホース、分岐ホースを介して供給される水を
植物に散水する園芸用散水装置の散水ノズルにおいて、前記分岐ホースが接続されるホー
ス接続部を有し、このホース接続部の反対側に雄ネジを有すると共に、水流出口を有する
水供給体と、この水供給体が水密可能、かつネジ込量調整自在に取付けられ、前記雄ネジ
が螺着される雌ネジを有し、前記雄ネジのねじ込み量によって水量を調整する水量調整機
構が設けられた水分配室を備え、この水分配室内に供給された水を外方に向って噴射する
複数の水噴射孔を備え、土の任意の位置に自在に設置されるノズル本体とからなることを
特徴とする園芸用散水装置の散水ノズル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、園芸用散水装置の散水ノズルに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、一戸建ての庭園においては勿論のこと、マンション等のベランダにおいてもプラ
ンターや植木鉢等を用いてのガーデニングが行われている。植物への散水は、一般に先端
に手動操作式の散水ノズルが取付けられたホースと、このホースが巻回されるホースリー
ルと、このホースリールと水道蛇口を接続する水供給ホースとからなる散水装置が用いら
れている。ガーデニングでは、定期的に散水しなければならないが、散水作業効率が悪く
、特にベランダに設置された鉢やプランターにおいては夏場になると複数回の散水が必要
となり、結構煩わしいのに加えて面倒であった。さらに、留守または旅行時の散水に問題
があった。そのため、散水作業の労力を軽減することができ、しかも簡単な構造の散水装
置が提案されている。
【０００３】
　先ず、従来例１に係る散水装置を、添付図面を参照しながら説明する。図６は従来例１
に係る散水装置の全体構成を示す図であり、図７は従来例１に係る散水装置の要部を示す
斜視図である。即ち、この従来例１に係る散水装置は、図６に示すように、軟質合成樹脂
からなる長尺なホース５１と、このホース５１の長手方向の任意の位置に取付けられる継
手管５２と、この継手管５２に立ち上がり状に取付けられる立ち上げ管５３と、この立ち
上げ管５３に取付けられるノズル５４、５５とを備えている。前記ホース５１は散水が行
われる庭園等の地面５６上に敷設されており、そしてこのホース５１は地面５６からの不
用意な移動を防止するために、地面に差込まれるフック５７により適宜位置に固定されて
いる。このようなホース５１は水道蛇口５８に蛇口継手５９を介して連結されており、水
道蛇口５８から水が供給されるように構成されている。
【０００４】
　前記継手管５２の一端側（図６における下側）は、図７に示すように、図示しないパン
チを使用してホース５１の長手方向の任意の位置に明けられた吐水孔５１ａにネジ込まれ
る。また、前記継手管５２の他端側（図５における上側）が、前記立ち上げ管５３の下端
にネジ込まれて接続される。この立ち上げ管５３の上端には前記ノズル５４のネジ部がネ
ジ込まれて取付けられる。前記ノズル５５も前記ノズル５４と同様に、他の立ち上げ管５
３の上端にネジ込まれて取付けられる。なお、図４における符号５１ｂ、５１ｄはホース
５１の継目部分に用いられる継目管であり、符号５１ｃはＴ字形の符号５１ｂの分岐部を
必要に応じて閉塞する栓である（例えば、特許文献１参照。）。
【０００５】
　次に、従来例２に係るガーデニング用散水器具（以下、散水装置という）を、添付図面
を参照しながら説明する。図８は、従来例２に係る散水装置の実施方法を示す説明図であ
る。この従来例２に係る散水装置は、特に可能な限り市販の材料を使用して、散水労力の
軽減と水資源の節約を目的としてなされたものである。即ち、市販の散水用のチューブａ
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を庭やベランダ等に配管し、散水を必要とする場所で、準備した穴あけ器を使用して一定
の大きさの穴を開けて、市販の滴り型フィッティング６１またはミニスプリンクラーフィ
ッティング６３を取付けて散水を行うことができるようになっている。
【０００６】
　また、市販のＴ字型の分水フィッティングＦに所定長さに切断したホースａを接続する
と共に、先端に市販のミニスプリンクラーフィッティング６３を取付ける。そして、分配
器Ｂで分水された水道水を誘導し、分水フィッティング６２、チューブを介してプランタ
ーボックスＤ、Ｅや手の届かない場所への散水を行えるようになっている。この散水装置
では、散水が不要になった場所は止水プラグ６４で止水し、各部品が使用不能になった場
合は単にその単体部品を交換するだけで再使用可能になるように構成されている。なお符
号Ａは水道栓（水道蛇口）であり、符号Ｃはぶら下げ型プラントボックスであり、符号６
５は穴あけ、ヒダ生成用器具である（例えば、特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】実開平７－３７３７号公報
【特許文献２】特開２００３－１１１５２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記従来例１に係る散水装置は、軟質合成樹脂からなるホースの任意の位置に適宜吐水
孔をあけて、ネジ込んだ継手管に立ち上げ管を接続すると共に、立ち上げ管にノズルを取
付けて散水することができる。従って、極めて簡便で、しかも安価であり、そして短期的
な観点からすれば格別の問題がないようにも考えられる。しかしながら、この従来例１に
係る散水装置には、後述するような解決すべき課題がある。
【０００９】
（１）継手管のネジ部を吐水孔にネジ込むだけの構成であるため、漏水の恐れがある。
（２）ホースは、土に差込まれるフックで適宜位置に固定されるが、軟質合成樹脂から構
成されていて立ち上げ管が傾くため、ノズルを所定の位置に位置させることが難しい。
（３）個々のノズルから噴射し得る水量を、植物の量、育成程度、つまり植物にとって好
ましい水量に調整することが困難である。
（４）散水するノズルが取付けられる立ち上げ管がホースに直に突設されているため、植
物群の外側からの散水となる。従って、水滴のレンズ作用により葉が焼けたりすることが
あるので、夏場では散水時間が制限されてしまう。
【００１０】
　また、上記従来例２に係る散水装置は、可能な限り市販の材料を使用する構成であるた
め、コスト的にも有利であると考えられる。この従来例２に係る散水装置の滴り型フィッ
ティングでは任意の位置に適宜取付けることができるという利点があるが、後述するよう
な解決すべき課題がある。
【００１１】
（１）市販のミニスプリンクラーフィッティングを、分水フィッティングに取付けたホー
スに取付ける場合には、分水フィッティングを取付けるためにホースを切断しなければな
らないので面倒である。
（２）分水フィッティングに接続したホースが傾くため、ノズルを所定の位置に位置させ
ることが難しい。
（３）分水フィッティングに接続されたホースを調整クリップで絞ることにより植物にと
って好ましい水量に調整できるものの、能力が相違する多種類の調整クリップを用意しな
ければならず、実用上極めて面倒である。
（４）分水フィッティングがホースに直に接続されているため、植物群の外側からの散水
となる。従って、水滴のレンズ作用により葉が焼けたりすることがあるので、夏場では散
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水時間が制限されてしまう。
（５）散水範囲が分水フィッティングの周辺に限定される為、ベランダ等の細長い庭園に
は設置が難しい。
【００１２】
　従って、本発明の目的は、土の任意の位置に設置することができ、しかも散水量を容易
に調節することができる園芸用散水装置の散水ノズルを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の請求項１に係る園芸用散水装置の散水ノズルが採用した手段の要旨は、水供給
源から供給される水を送水する送水ホース、分岐ホースを介して供給される水を植物に散
水する園芸用散水装置の散水ノズルにおいて、前記分岐ホースが接続されるホース接続部
を有し、このホース接続部の反対側に雄ネジを有すると共に、水流出口を有する水供給体
と、この水供給体が水密可能、かつネジ込量調整自在に取付けられ、前記雄ネジが螺着さ
れる雌ネジを有し、前記雄ネジのねじ込み量によって水量を調整する水量調整機構が設け
られた水分配室を備え、この水分配室内に供給された水を外方に向って噴射する複数の水
噴射孔を備え、土の任意の位置に自在に設置されるノズル本体とからなることを特徴とす
るものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の請求項１に係る園芸用散水装置の散水ノズルによれば、ノズル本体を土の任意
の位置に設置することができ、そして分岐ホースが水供給体のホース接続部に接続される
ため、ノズル本体を植物群の中に容易に設置することができる。また、ノズル本体は、そ
の雌ネジへの水供給体の雄ネジのネジ込み量の調整により水量を調整する水量調整機構が
設けられた水分配室を備えているので、ノズル本体の水噴射孔から噴射する水量を容易に
調整することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の散水ノズルが適用される園芸用散水装置の模式的全体構成説明図である
。
【図２】本発明の散水ノズルが適用される園芸用散水装置の水分岐具の構成説明図である
。
【図３】本発明の実施の形態１に係り、園芸用散水装置の散水ノズルの一部断面示構成説
明図である。
【図４】本発明の実施の形態１に係り、園芸用散水装置の散水ノズルの水分配室周りの一
部切り欠き拡大図である。
【図５】本発明の実施の形態２に係り、園芸用散水装置の散水ノズルの水分配室周りの一
部切り欠き構成説明図である。
【図６】従来例１に係る散水装置の全体構成を示す図である。
【図７】従来例１に係る散水装置の要部を示す斜視図である。
【図８】従来例２に係る散水装置の実施方法を示す説明図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明を、添付図面を順次参照しながら説明する。図１は本発明に係る散水ノズ
ルが適用される園芸用散水装置の模式的全体構成説明図であり、図２は同園芸用散水装置
の水分岐具の構成説明図である。また、図３は本発明の実施の形態１に係る園芸用散水装
置の散水ノズルの一部断面示構成説明図であり、図４は同実施の形態１に係る園芸用散水
装置の散水ノズルの水分配室周りの一部切り欠き拡大図である。
【００１７】
　図１に示す符号１は、園芸用散水装置である。この園芸用散水装置１は、蛇口継手３を
介して水道蛇口（水供給源）２に接続され、前記蛇口継手３の下流側に散水したい時間を
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セットするタイマーを備えたタイマー付きバルブ５が介装されると共に、先端に市販のマ
ニュアル操作式ノズル６が取付けられてなる送水ホース４を備えている。前記タイマー付
きバルブ５は、タイマーの作動を停止させると自在に通水させることができるように構成
されており、これにより前記マニュアル操作式ノズル６から必要に応じて散水することが
できるように構成されている。
【００１８】
　さらに、前記送水ホース４の前記タイマー付きバルブ５と前記マニュアル操作式ノズル
６の間に、この送水ホース４を流れる水を分水する、複数の後述する構成になる水分岐具
１０が取付けられている。そして、これら各水分岐具１０のそれぞれから分岐ホース７を
介して、プランターまたは植木鉢等からなる植物育成容器８内の土９に設置され、前記タ
イマー付きバルブ５のタイマーにより設定された時間に、植物に対して散水する、後述す
る構成になる本発明の散水ノズル２０に水が供給されるように構成されている。なお、こ
の例の場合には、送水ホース４に４個の水分岐具１０が取付けられている。しかしながら
、前記水分岐具１０の取付け数は、４個未満であっても、また５個以上であっても良いの
で、水分岐具１０の数は４個に限定されるものではない。
【００１９】
　前記水分岐具１０は、図２に示すように構成されている。即ち、一端側の差込部１３と
、他端側の前記分岐ホース７が接続される他端側のニップル１４との間に鍔１２が形成さ
れてなる差込管１１を備えている。この差込管１１の一端側の差込部１３の先端は斜め切
断により先鋭に形成され、前記送水ホース４の長手方向の任意の位置に抜き差し自在に差
込み得るように構成されている。なお、前記差込管１１に設けられ、一端側から他端側に
連通する穴は水流出路１１ａである。
【００２０】
　前記差込管１１の一端側の差込部１３には、ワッシャ状のシールリング１５が外嵌され
ると共に、前記差込管１１のニップル１４に、差込部１３が差込まれた差込管１１を送水
ホース４に固定する固定具である面ファスナー１６が、その長手方向の所定の位置に明け
られた穴が前記ニップル１４に通されることにより装着されている。そして、前記シール
リング１５は、面ファスナー１６の同図における左側部分１７が前記分岐ホース７に沿っ
て曲げられ、次いで面ファスナー１６の同図における右側部分１８が前記分岐ホース７に
沿って曲げられると共に、この面ファスナー１６の前記左側部分１７に重ねて曲げられて
着脱自在に接着されることにより、前記送水ホース４の外周面に押圧されるように構成さ
れている。
【００２１】
　なお、この例の場合には、面ファスナー１６の右側部分１８が左側部分１７よりも長く
なるように設定されている。しかしながら、このような構成に限るものではなく、例えば
逆に面ファスナー１６の左側部分１７が右側部分１８よりも長くなるように設定されてい
ても良く、また同長さに設定されていても構わない。つまり、面ファスナー１６の右側部
分１８と左側部分１７とは、所定長さだけ互いに重なり合うように設定されていれば良い
。また、この例の場合には、固定具として面ファスナーを用いたが、一般的に市販されて
いる固定具、例えば結束バンド、クリップ等を使用することが可能であるから、特に面フ
ァスナーに限定されるものではない。
【００２２】
　本発明の実施形態１に係る園芸用散水装置の散水ノズル２０は、図３、４に示すように
、主として前記分岐ホース７から水が供給される水供給体２１と、この水供給体２１がネ
ジ込量調整可能に螺着され、植物に対して水を散水するノズル本体３１と、このノズル本
体３１に螺着され、前記植物育成容器８内の土９の任意の位置に抜き差し自在に差込まれ
て前記ノズル本体３１を固定する杭体３６とから構成されている。
【００２３】
　前記水供給体２１には、前記分岐ホース７が接続されるニップル（ホース接続部）２２
が設けられると共に、このニップル２２のナット部２３の反対側にロッド部が設けられて
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いる。このロッド部はナット部２３側の大径ロッド部と、先端側の小径ロッド部とから構
成されている。そして、前記大径ロッド部にＯ－リング溝２５が周設され、このＯ－リン
グ溝２５にＯ－リング２６が嵌着されると共に、前記小径ロッド部に雄ネジ２４が螺刻さ
れている。また、前記小径ロッド部の先端の水流出口２７が開口する先端面２８は平坦に
なっており、この先端面２８は水供給体２１の径方向の中心を通る中心線と直交するよう
に構成されている。
【００２４】
　前記ノズル本体３１は、前記水供給体２１が水密可能（前記Ｏ－リング２６の働きに依
る）、かつネジ込量調整自在に取付けられ、前記雄ネジ２４が螺着される雌ネジ３３が螺
刻され、前記ノズル本体３１の先端面２８と相対する上平面を有する低高円筒体３８が設
けられた水分配室３４を有する取付凹所３２が設けられている。また、前記ノズル本体３
１には、前記水供給体２１から前記水分配室３４内に供給された水を、その径方向の外方
に向って放射状に噴射する複数の水噴射孔３５が設けられている。
【００２５】
　さらに、前記取付凹所３２の前記水供給体２１の反対側から、図３における上端側の雄
ネジ３７がネジ込まれて杭体３６が螺着されている。この杭体３６の図３における下端側
が先鋭（逆三角錐状）に形成されており、前記植物育成容器８内の土９の任意の位置に抜
き差し自在に差込まれて、ノズル本体３１を固定するように構成されている。この実施の
形態の場合、前記水分配室３４内に位置する低高円筒体３８は、前記杭体３６の杭頭３６
ａの上面に形成されている。なお、前記雄ネジ２４と前記雌ネジ３３との嵌め合いはきつ
目に設定するのが好ましい。
【００２６】
　そして、前記散水ノズル２０は、前記水供給体２１のネジ込量を調整して平坦な先端面
２８と、前記低高円筒体３８の上平面との間の間隔ｔを調整することにより、前記複数の
水噴射孔３５から噴射される散水量を調整することができ、また遮断し得るように構成さ
れている。即ち、前記水供給体２１の水流出口２７が開口する先端面２８と、前記低高円
筒体３８の上平面との間が水量調整機構３９となるものである。なお、前記間隔ｔは、例
えば先端面２８が完全に低高円筒体３８の上平面に当接するまで水供給体２１をネジ込み
後のネジ戻し角度やネジ戻し回数から容易に知ることができる。
【００２７】
　以下、本発明の散水ノズルが適用される園芸用散水装置１の作用態様を説明する。即ち
、園芸用散水装置１の水分岐具１０によれば、先端が先鋭な差込管１１の差込部１３を送
水ホース４の長手方向の任意の位置に差込んで取付ける構成になっているため、水分岐具
１０の取付けに際して送水ホース４を切断する必要がない。また、送水ホース４に巻回さ
れた面ファスナー１６により鍔１２を介して、差込部１３に外嵌されたシールリング１５
と送水ホース４に明けられた穴の内周面との間の隙間がシールリング１５よって閉塞され
る。さらに、送水時の水圧によって送水ホースが膨張することでシールリングと送水ホー
ス間の密着性が高められる。従って、この例の園芸用散水装置１の水分岐具１０によれば
、差込管１１の差込部１３の差込み個所から漏水するようなことがない。
【００２８】
　本発明の実施形態１に係る園芸用散水装置の散水ノズル２０によれば、ノズル本体３１
の水供給体２１の反対側に螺着された杭体３６を土の任意の位置に差し込むことにより、
ノズル本体３１を固定することができる。また、ノズル本体３１が固定された状態におい
ては、分岐ホース７が上側に開口する水供給体２１のニップル２２に接続されるため、ノ
ズル本体３１を植物群の中に容易に設置することができる。また、水供給体２１のノズル
本体３１の取付凹所３２へのネジ込み量の調整により、水供給体２１の水流出口２７が開
口する平坦な先端面２８と水分配室３４に設けられた低高円筒体３８の上平面との間の水
量調整機構（間隔ｔの調整による）３９により、水噴射孔３５から噴射する散水量を容易
に調整することができる。従って、本発明の実施の形態１に係る園芸用散水装置１の散水
ノズル２０によれば、植物の量、育成程度に容易に対応することができる。
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【００２９】
　従って、本発明の散水ノズルが適用される園芸用散水装置１によれば、下記のとおりの
効果を得ることができる。
（１）差込管１１の差込部１３と、送水ホース４に明けられた穴の内周面との間の隙間が
シールリング１５により閉塞され、さらに送水時の水圧によって送水ホースが膨張するこ
とでシールリングと送水ホース間の密着性が高められるので、差込管１１の差込部１３の
差込み個所から漏水するようなことがない。
（２）ノズル本体３１の水供給体２１の反対側に設けられた杭体３６を土の任意の位置に
抜き差し自在に差し込むことにより、ノズル本体３１を固定することができる。
（３）水供給体２１のノズル本体３１の取付凹所３２へのネジ込み量の調整で、水供給体
２１の水流出口２７が開口する平坦な先端面２８と水分配室３４に設けられた低高円筒体
３８の上平面との間の水量調整機構により、水噴射孔３５から噴射する散水量を容易に調
整することができる。
（４）差込管１１の差込部１３を送水ホース４の長手方向の任意の位置に差込んで取付け
る構成になっているため、送水ホース４を切断する必要がない。従って、容易に分岐管の
分岐数、つまり植物育成容器８を増やすことができる。
（５）分岐ホース７により上側からノズル本体３１に水が供給されるため、植物群を傷め
ることなくノズル本体３１を植物群の中に設置して植物の根元に散水することができる。
　従って、たとえ真夏であっても水滴のレンズ作用により葉が焼けたりすることがないか
ら、夏場でも散水時間が制限されるようなことがない。
（６）送水ホースを基点に鉢やプランターの位置に合わせて分岐ホースを任意の位置に接
続できる。従ってマンションのベランダ等狭い場所でも鉢やプランターの設置場所を変更
することなく散水装置を設置することができる。
【００３０】
　以下、本発明の実施の形態２に係る園芸用散水装置の散水ノズルの水分配室周りの一部
切り欠き構成説明図の図５を参照しながら説明する。なお、本発明の実施の形態２が上記
実施の形態１と相違するところは水量調整機構の相違にあり、この水量調整機構以外は全
く同構成であるから、同一のものには同一符号を付して、主としてその相違する構成につ
いて説明する。
【００３１】
　本発明の実施の形態２に係る園芸用散水装置の散水ノズル２０は、図５に示すように構
成されている。即ち、上記実施の形態１と同様に、分岐ホースから水が供給され、後述す
る水供給体２１と、散水するノズル本体３１を備えると共に、このノズル本体３１に螺着
され、植物育成容器８内の土９の任意の位置に抜き差し自在に差込まれて前記ノズル本体
３１を固定する、後述する構成になる杭体３６とから構成されている。前記水供給体２１
は、図５における上下方向（長手方向）のほぼ中央部に形成され、外周にローレット加工
が施されてなる大径ローレット加工部２３′の可逆回転により、ネジ込み、ネジ戻しされ
るように構成されている。
【００３２】
　前記ノズル本体３１の取付凹所３２の前記水供給体２１の反対側から、同図における上
側の雄ネジ３７がネジ込まれて螺着された杭体３６の杭頭３６ａの径方向の中心位置に、
円錐体３８′が突設されている。そして、前記ノズル本体３１の雌ネジ３３への水供給体
２１の雄ネジ２４のねじ込み量の調整により、この水供給体２１の水流出口２７内への前
記円錐体３８′の先端の突入長さＬが調整されるように構成されている。即ち、本実施の
形態２の場合には、水供給体２１の水流出口２７と、杭体３６の杭頭３６ａに突設されて
なる円錐体３８′とにより水量調整機構３９′が構成されるものである。なお、前記円錐
体３８′の外周が前記水流出口２７の開口内角部に当接するまで前記水供給体２１をネジ
込むことにより、止水することができる。
【００３３】
　本実施の形態２によれば、前記ノズル本体３１の雌ネジ３３への水供給体２１の雄ネジ
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２４のねじ込み量の調整により、円錐体３８′の先端の水供給体２１の水流出口２７内へ
の突入長さＬを調整することができる。従って、水流出口２７の水通過面積が制御され、
水供給体２１から水分配室３４内に供給される水量が調整され、前記ノズル本体３１の複
数の水噴射孔３５から噴射される散水量を調整することができるから、本実施の形態２は
上記実施の形態１と同効である。
【００３４】
　なお、上記実施の形態１、２に係る園芸用散水装置の散水ノズルは、具体例に過ぎない
。従って、本発明の技術的思想を逸脱しない範囲内における設計変更等は自由自在である
から、上記実施の形態１、２において説明した園芸用散水装置の構成に限定されるもので
はない。
【符号の説明】
【００３５】
　１…散水装置、２…水道蛇口、３…蛇口継手、４…送水ホース、５…タイマー付きバル
ブ、６…マニュアル操作式ノズル、７…分岐ホース、８…植物育成容器、９…土
　１０…水分岐具、１１…差込管、１１ａ…水流出路、１２…鍔、１３…差込部、１４…
ニップル、１５…シールリング、１６…面ファスナー、１７…面ファスナーの左側部分、
１８…面ファスナーの右側部分
　２０…散水ノズル、２１…水供給体、２２…ニップル、２３…ナット部、２３′…大径
ローレット加工部、２４…雄ネジ、２５…Ｏ－リング溝、２６…Ｏ－リング、２７…水流
出口、２８…先端面
　３１…ノズル本体、３２…取付凹所、３３…雌ネジ、３４…水分配室、３５…水噴射孔
、３６…杭体、３６ａ…杭頭、３７…雄ネジ、３８…低高円筒体、３８′…円錐体、３９
、３９′…水量調整機構
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